
○
竹
腰　

連

　

現
状
で
4
カ
月
、
計
画
が
遅
れ
て
い
る
。
今
後
、
実
施

方
針
を
議
会
に
報
告
す
る
と
し
て
、
そ
の
時
点
で
6
カ
月

〜
８
カ
月
く
ら
い
の
遅
れ
だ
が
、
そ
の
理
由
や
要
因
は
ど

う
い
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
か
。

○
ス
ポ
ー
ツ
政
策
室
長

事
業
者
側
か
ら「
リ
ス
ク
分
担
な
ど
を
示
し
て
欲
し
い
」

と
指
摘
が
あ
り
、
調
整
し
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
、
地
元
か

ら
十
分
時
間
を
か
け
て
周
知
を
し
た
上
で
説
明
会
を
し

て
欲
し
い
と
の
要
望
も
あ
り
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
遅
れ
て
い

る
現
状
だ
。

　

ア
リ
ー
ナ
の
当
初
計
画
で
は
今
年
6
月
に
「
実
施
方

針
」
を
公
表
す
る
予
定
で
し
た
が
、
い
ま
だ
に
示
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
計
画
全
体
も
後
ろ
倒
し
の
現
状
で
す
。

　

質
疑
で
は
、広
が
る
反
対
の
声
に
事
業
者
か
ら
も
リ
ス

ク
に
つ
い
て
の
懸
念
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
具
体
的
な
リ
ス
ク
と
し
て
、
住
民
の
理
解

や
騒
音
や
渋
滞
な
ど
、
近
隣
へ
の
影
響
へ
の
対
応
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
市
民
の
強
い
反
発
が
計
画
を
止
め
て
い
る
こ

と
が
確
認
で
き
た
質
疑
で
し
た
。

　

今
後
も
、
し
っ
か
り
、
こ
の
問
題
に
取
り
組
み
、「
市

民
と
創
る
与
野
中
央
公
園
」
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
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9
月
議
会
は
、
令
和
4
年
度
の
決
算
を
審
議
す
る
議

会
と
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
が
さ
い
た
ま
市
の
決
算
を
ど

う
見
て
い
る
か
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

さ
い
た
ま
市
の
令
和
４
年
度
決
算
は
歳
入
が

6
6
4
9
億
円
、
歳
出
が
6
5
5
8
億
円
と
な
り
、
実

質
収
支
が
59
億
9
0
0
0
万
円
の
黒
字
、
各
種
基
金
の

総
額
は
8
9
5
億
円
と
な
り
過
去
最
高
金
額
を
記
録
し

ま
し
た
。

　
し
か
し
、令
和
4
年
度
の
予
算
編
成
時
に
は
「
財
源
不

足
額
が
1
4
6
億
円
で
厳
し
い
」
と
議
会
に
報
告
し
、不

安
を
煽
っ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
9
月
の
マ
ス
コ
ミ
報

道
で
は
「
新
年
度
予
算
3
2
2
億
円
の
財
源
不
足
」
と

報
道
さ
れ
、
多
く
の
市
民
か
ら
不
安
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

予
算
編
成
で
多
額
の
不
足
が
生
じ
て
い
た
に
も
関
わ

ら
ず
、
決
算
で
は
大
幅
な
黒
字
と
な
り
、
相
当
な
ギ
ャ
ッ

プ
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
理
由
を
質
疑
し
ま
し
た
。

  

私
の
決
算
質
疑
に
対
し
て
、
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
ま
れ

る
理
由
を
財
政
局
長
は
「
予
算
編
成
時
の
不
足
額
は
あ

く
ま
で
推
計
値
で
、
本
予
算
を
組
む
際
に
は
金
額
を
整

理
し
て
予
算
編
成
を
行
う
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
整
理
す
る
前
の
数
字
を
公
表
す
る
こ
と
で
、

市
民
や
市
執
行
部
に
無
言
の
圧
力
を
か
け
、
財
政
引
き

締
め
の
口
実
と
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
大
幅
な
不
足
額
が
計
上
さ
れ
る
大
き
な
理
由
は

「
上
限
を
設
け
て
い
な
い
建
設
費
」
で
す
。
市
は
毎
年
、

大
型
開
発
や
ハ
コ
モ
ノ
事
業
の
計
画
を
立
て
、投
資
的
な

経
費
と
し
て
予
算
を
確
保
し
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
等
に
関
す
る
義
務
的
な
経
費
の
支
出
を
限

界
ま
で
縮
小
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
市
の
説
明
す
る
「
予

算
の
整
理
」
で
す
。

　

こ
の
事
実
を
裏
付
け
る
よ
う
に
財
政
局
長
は
「
建
設

費
に
お
け
る
上
限
は
特
段
、
設
け
て
い
な
い
」
と
答
弁
し

て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
税
金
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
そ
っ
ち
の

け
で
ハ
コ
モ
ノ
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
象
徴
す
る
答
弁

で
す
。
本
来
、財
政
を
厳
し
く
引
き
締
め
る
べ
き
財
政
局

が
、
こ
の
認
識
で
は
野
放
図
な
開
発
に
歯
止
め
が
か
か
り

ま
せ
ん
。

　

令
和
4
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
と
物
価
高
騰
が
市
民
生

活
を
襲
っ
た
1
年
で
し
た
。

　

特
に
物
価
高
騰
の
影
響
は
深
刻
で
、総
務
省
に
よ
る
と

昨
年
度
の
負
担
額
は
１
人
当
た
り
平
均
8
万
6
0
0
0

円
増
に
な
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

質
疑
で
は
本
市
に
お
け
る
昨
年
度
の
市
民
所
得
の
中

央
値
が
2
4
6
万
円
・
税
負
担
が
年
25
万
円
で
あ
り
、人

数
に
し
て
約
16
万
人
が
こ
の
所
得
層
に
当
た
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
最
大
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
で

あ
る
、
こ
の
所
得
階
層
は
、
よ
く
市
が
支
援
の
対
象
と
す

る
「
真
に
お
困
り
の
人
」
と
紙
一
重
で
当
た
ら
な
い
層
で
、

昨
年
度
も
ま
っ
た
く
、
支
援
が
受
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

質
疑
で
は
市
の
実
施
し
た
物
価
高
騰
対
策
費
用
は
総

額
1
0
1
億
円
を
支
出
し
た
と
の
説
明
で
し
た
が
、
そ
の

内
訳
を
尋
ね
る
と
大
半
が
国
費
で
市
独
自
の
支
出
分
は

6
8
0
0
万
円
で
全
体
の
0
・
6
7
%
に
と
ど
ま
り
、
市

民
１
人
あ
た
り
、
た
っ
た
の
約
51
円
の
財
政
支
出
で
す
。

　

基
本
的
に
国
費
分
の
対
策
費
は
各
自
治
体
の
規
模
に

応
じ
て
分
配
さ
れ
る
も
の
で
す
か
ら
、
そ
の
自
治
体
の
姿

勢
を
見
る
際
に
は
、「
市
独
自
の
支
出
」
が
そ
の
バ
ロ
メ

ー
タ
ー
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

そ
の
点
か
ら
す
る
と
、
令
和
４
年
度
の
さ
い
た
ま
市
は

市
民
を
支
え
る
姿
勢
が
欠
け
て
お
り
、
ゲ
キ
シ
ブ
の
財
政

支
出
だ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
、
市
民
を
支
え
る
予
算
を
削
り
、
ハ
コ
モ
ノ

建
設
に
熱
中
す
る
市
政
を
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
変
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
党
市
議
団
は
７
３
６
項
目
に
わ
た

る
新
年
度
の
予
算
要
望
を
提
出
し
ま
し
た
。２
月
議
会
に

待
っ
て
い
る
予
算
委
員
会
で
も
こ
の
立
場
を
ブ
レ
ず
に
主

張
し
て
い
き
ま
す
。

計
画
の
遅
れ
、
原
因
は

計
画
の
遅
れ
、
原
因
は

「
予
算
の
整
理
」
そ
の
意
味
は

「
予
算
の
整
理
」
そ
の
意
味
は

市
民
１
人
に
５
１
円
の
支
援

市
民
１
人
に
５
１
円
の
支
援

ハコモノ優先の予算から
市民を支える予算へ

予算編成で煽った不安はどこへやら、令和4年度決算を切る

項目
736
要望
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与
野
中
央
公
園
5
0
0
0
人
ア
リ
ー
ナ
計
画
が

公
表
さ
れ
て
か
ら
、6
カ
月
以
上
が
経
過
し
ま
し
た
。

一
貫
し
て
、こ
の
問
題
に
反
対
の
論
陣
を
張
っ
て
き
ま

し
た
が
、
今
で
は
多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ん
の
後
押

し
も
あ
り
、
共
感
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
実
感
し
ま

す
。
9
月
議
会
で
も
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
質
疑
を

行
い
ま
し
た
。
新
た
に
わ
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
報
告

し
ま
す
。

　

市
の
説
明
に
よ
る
と
与
野
中
央
公
園
に
建
設
さ

れ
る
次
世
代
型
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
、
左
図
の
よ
う
な

建
物
配
置
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
与
野
体
育

館
の
代
替
施
設
と
な
る
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
の
面
積
は
十

分
か
。
ま
た
、メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
の
利
用
が
イ
ベ
ン
ト

中
心
で
あ
る
以
上
、
市
民
利
用
が
限
定
的
な
点
を
踏

ま
え
、ど
の
施
設
が
市
民
利
用
の
メ
イ
ン
ス
ペ
ー
ス
な

の
か
追
求
し
ま
し
た
。

○
竹
腰　

連

　

与
野
体
育
館
は
与
野
中
央
公
園
の
ア
リ
ー
ナ
計

画
の
中
で
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
と
し
て
機
能
が
移
転
す
る

予
定
だ
が
、
今
の
与
野
体
育
館
の
直
近
5
年
間
の
稼

働
率
を
伺
う
。

○
ス
ポ
ー
ツ
部
長

　

競
技
場
の
稼
働
率
は
、
平
成
30
年
95
・
8
%
、
令

和
元
年
96
・
5
%
、
令
和
2
年
96
・
9
%
、
令
和

3
年
96
・
7
%
、
令
和
4
年
96
・
9
%
と
な
っ
て
い

る
。

○
竹
腰　

連

　
与
野
体
育
館
の
稼
働
は
相
当
な
状
況
。
今
度
で

き
る
予
定
の
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
は
与
野
体
育
館
と
比
べ

て
、
広
く
な
る
の
か
。

○
ス
ポ
ー
ツ
部
長

　

面
積
の
変
更
は
な
い
。
大
き
く
違
う
の
は
、
観
覧

席
が
用
意
さ
れ
る
こ
と
。

○
竹
腰　

連

　
新
し
く
で
き
る
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
が
今
と
全
く
同
程

度
だ
と
、今
の
過
密
な
利
用
状
況
が
改
善
さ
れ
な
い
。

私
は
こ
れ
だ
け
の
利
用
状
況
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
今

よ
り
広
く
し
て
、
市
民
が
使
い
や
す
い
体
育
館
に
す

る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。
あ
く
ま
で
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

の
市
民
利
用
は
年
1
回
程
度
の
体
育
大
会
だ
け
で
、

基
本
的
に
は
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
が
市
民
利
用
の
メ
イ
ン

ス
ペ
ー
ス
な
の
だ
か
ら
。

○
ス
ポ
ー
ツ
部
長

　

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
で
も
可
能
な
限
り
、
市
内
の
大

会
等
で
市
民
が
多
く
集
る
場
合
は
、
利
用
で
き
る
よ

う
な
施
設
と
し
て
調
整
を
し
て
い
く
。

○
竹
腰　

連

　

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
の
市
民
利
用
は
極
め
て
限
定
的

だ
。
市
民
利
用
の
中
心
は
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
。
そ
こ
を

整
理
す
べ
き
。
今
、
与
野
体
育
は
、
競
技
場
が
常
に

9
5
%
以
上
埋
ま
っ
て
い
る
。
じ
ゃ
あ
、
今
の
機
能

を
継
承
し
て
同
じ
面
積
の
ま
ま
で
い
い
か
、
問
題
提

起
し
て
い
る
。
検
討
を
求
め
る

9
月
に
2
回
に
渡
っ
て
実
施
さ
れ
た
市
民
説
明

会
。
対
象
は
鈴
谷
地
域
の
住
民
の
み
と
範
囲
が
狭
い

も
の
で
し
た
。
な
ぜ
、
中
央
区
全
体
で
議
論
を
し
な

い
の
か
質
疑
し
ま
し
た
。

○
竹
腰　

連

　
ア
リ
ー
ナ
説
明
会
を
9
月
25
日
と
29
日
に
、
鈴
谷

地
域
に
限
定
し
て
行
う
が
、
実
施
に
至
っ
た
経
緯
は
。

○
ス
ポ
ー
ツ
部
長

　

鈴
谷
地
区
の
自
治
会
関
係
者
か
ら
、
改
め
て
説
明

を
求
め
る
声
が
届
い
た
こ
と
を
基
に
、
鈴
谷
地
区
を

対
象
に
行
う
。

○
竹
腰　

連

　
説
明
会
は
私
も
求
め
て
い
た
の
で
、一
定
評
価
で
き

る
が
、
や
は
り
対
象
者
を
鈴
谷
地
域
に
限
定
し
た
と

い
う
の
が
解
せ
な
い
。自
治
会
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
と

の
こ
と
だ
が
、道
を
挟
ん
で
向
か
い
側
は
新
中
里
。
そ

の
地
域
の
人
も
同
等
に
興
味
関
心
を
持
っ
て
い
る
。

も
っ
と
言
え
ば
、
中
央
区
全
域
の
市
民
が
こ
の
計
画

に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
い
る
。
今
後
、鈴
谷
地
域
以

外
で
説
明
会
を
や
る
予
定
は
。

○
ス
ポ
ー
ツ
部
長

　

現
時
点
で
は
未
定
。
今
後
の
進
捗
に
応
じ
て
、
適

切
な
説
明
や
、
様
々
な
手
法
を
使
っ
て
周
知
す
る
。。

○
竹
腰　

連

　

進
捗
に
合
わ
せ
て
説
明
す
る
な
ら
、
今
回
も
対
象

を
鈴
谷
地
域
に
限
定
す
る
必
要
は
な
い
。
す
で
に
現

時
点
の
進
捗
状
況
で
説
明
す
る
こ
と
が
あ
る
の
だ
か

ら
。

○
ス
ポ
ー
ツ
部
長

　

今
後
、
折
を
み
て
、
全
区
的
ま
た
は
全
市
的
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
説
明
会
や
情
報
共
有
を
し
た

い
。

　

私
は
ア
リ
ー
ナ
説
明
会
に
両
日
と
も
参
加
し
ま
し

た
。
市
民
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
に
市
は
も
っ
と
真
剣

に
向
き
合
う
べ
き
と
感
じ
ま
す
。

　

説
明
会
で
は
た
く
さ
ん
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た

が
、ど
れ
も
地
元
に
住
む
方
々
の
大
切
な
意
見
で
す
。

　

ど
ん
な
与
野
中
央
公
園
に
し
て
い
く
か
、
市
の
独

断
で
決
め
る
の
で
は
な
く
、市
民
と
共
に
創
っ
て
い
く

必
要
性
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

○
竹
腰　

連

　

先
日
、
与
野
中
央
公
園
の
地
盤
調
査
を
行
っ
た
そ

う
だ
が
、
調
査
結
果
は
。

○
ス
ポ
ー
ツ
部
長

　

調
査
結
果
は
、
地
表
面
に
対
し
て
3
3
m
付
近
に

平
均
N
値
が
48
・
7
の
地
盤
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
結
果
か
ら
、杭
基
礎
施
工
が
で
き
る
と
判
断
し
た
。

○
竹
腰　

連

3
3
m
か
ら
N
値
が
48
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
れ
よ

り
上
の
層
は
。

○
ス
ポ
ー
ツ
部
長

　

表
土
か
ら
地
層
ご
と
に
腐
植
土
層
で
N
値
0
・

1
、
次
の
沖
積
粘
土
層
が
N
値
0
・
2
、
次
の
洪
積

第
1
粘
土
層
が
N
値
5
・
4
、
次
の
洪
積
第
1
砂

質
土
層
が
N
値
15
・
9
、
洪
積
層
レ
キ
ガ
層
が
N
値

33
・
5
と
な
っ
て
い
る
。

○
竹
腰　

連

　
こ
の
調
査
結
果
を
地
質
研
究
所
に
送
り
、
意
見
を

求
め
る
と「
こ
の
表
層
は
粘
土
層
と
砂
質
土
層
が
多

く
含
ま
れ
て
お
り
、
地
層
の
固
さ
を
示
す
N
値
も
低

い
。
一
方
、
調
査
で
は
、
3
3
m
以
降
の
地
層
は
N

値
も
大
き
く
、建
物
を
支
え
る
岩
盤
の
よ
う
だ
。
た

だ
、
そ
れ
以
上
の
浅
い
層
は
軟
弱
地
盤
で
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
に
お
い
て
も
3
m
前
後
の
浸
水
地
域
に
該

当
す
る
の
で
、
重
量
の
あ
る
大
規
模
施
設
を
建
設
し

た
場
合
に
は
、
地
震
や
そ
れ
に
伴
う
洪
水
の
影
響
が

懸
念
さ
れ
る
場
所
だ
」
と
の
意
見
だ
っ
た
。
こ
れ
を

踏
ま
え
て
、
ど
う
考
え
る
か
。

○
ス
ポ
ー
ツ
部
長

　

地
表
面
は
確
か
に
軟
弱
な
地
盤
も
あ
る
の
で
施
工

工
事
の
際
は
、
地
盤
の
改
良
や
養
生
を
し
っ
か
り
や

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
認
識
だ
。

○
竹
腰　

連

　

今
、地
盤
改
良
は
必
要
だ
と
い
う
こ
と
を
明
確
に

答
弁
し
た
が
、
市
民
に
説
明
し
て
い
る
ア
リ
ー
ナ
の

予
算
52
億
円
に
地
盤
改
良
費
は
入
っ
て
い
る
か
。

○
ス
ポ
ー
ツ
部
長

　

現
時
点
で
は
、
入
っ
て
い
な
い
。

○
竹
腰　

連

　

と
な
る
と
、
こ
の
ベ
ー
ス
予
算
52
億
円
か
ら
高
く

な
る
の
は
確
実
に
な
っ
た
。

・延床面積12000㎡
・収容5000人
・各種イベントで使用

・延床面積 記載なし
・いわゆる広場
・ミニイベント等で使用

・延床面積1200㎡
・収容200～500人
・与野体育館の代替

メインアリーナ サブアリーナ結節空間

市の説明による次世代型スポーツ施設のイメージ

与野中央公園
5000人アリーナ計画

与
野
体
育
館
の
現
状

与
野
体
育
館
の
現
状

鈴
谷
限
定
の
説
明
会

鈴
谷
限
定
の
説
明
会

与
野
中
央
公
園
の
地
盤

与
野
中
央
公
園
の
地
盤

9
2023

月

議会

地盤の硬さを示す指標。数字が高い方が強固とさ
れる。数値の目安は以下の通り。

N値とはN値とは

・0～4 =非常に柔らかい
・4～10 =“ゆるい”と分類される
・10～30 =　基礎地盤として扱える
・30～50 = 中小建造物の建造に耐えられる
・50以上 = 大型建造物の建造に耐えられる

軟

硬

たけこし連 さいたま市議会報告

STOPSTOP!!



さいたま市の2022年度決算は歳入が6649億
円、歳出が6558億円となり、実質収支が59億
6100万円の黒字となりました。基金の総額は895
億円で、過去最高金額を記録しました。
一方、9月のマスコミ報道では「新年度予算322
億円の財源不足」と報道され、多くの市民から不安
の声が寄せられました。予算編成で多額の不足に
も関わらず、決算では大幅な黒字となる理由は？

日本共産党さいたま市議団 2023年9月議会報告

市が財源不足って

小学校の特別教室などを利用して、校区の児童は誰でも登録できる「子どもの居場
所」。定員は設けません。保護者が就労の場合は夜7時まで利用でき、土曜日や長期休
業中は朝8時から利用できます。来年度、4校（西区栄小、中央区鈴谷小、浦和区岸町小、
岩槻区新和小）でモデル事業がスタートしますが、多くの問題点がわかってきました。

決算質疑の中で、財政局は「予算編成時の不足
額はあくまで推計値、本予算を組む際には整理し
て予算編成を行う」と答弁しました。しかし、整
理する前の数字を公表し、市民や市執行部に無言
の圧力をかけることで、財政引き締めの口実とし
ていることも事実です。それでは、「予算を整理
する」とはどういうことなのでしょうか？

毎年大幅な不足額が計上される大きな理由は
「上限を設けていない建設費」です。
市は毎年、大型開発やハコモノ事業の計画を立

て、投資的な経費として予算を確保しています。
その一方で、市民サービス等に関する「義務的な
経費」の支出を限界まで縮小する。これが市の言
う「予算の整理」だと明らかになりました。

上限金額のない大型開発

▶大宮駅グランドセントラルステーション化構想（GCS）
　総事業費算出せず
▶浦和南高砂再開発事業  予算額670億円＋建設費
▶大宮カドマチ 予算額658億円（執行済）
▶新庁舎建設 予算額400億円
▶地下鉄7号線延伸・中間駅事業 予算額1000億円以上
▶与野中央公園5000人アリーナ計画 予算額51億円

2024年度の予算要望（736項目）を市長に提出

この事業では放課後児童クラブの課題の解決も、子どもに寄り添った
支援もできません。事業のあり方を厳しくチェックするとともに、今
ある放課後児童クラブの運営への支援を強めることを求めていきます。

市の言い分
議会で明らかになった問題点

待機児童解消が目的

保護者会運営のクラブが運営に苦
労しているので負担軽減が目的

モデル事業を通して子どもたちへ
の影響などをしっかり見たい

子どもを安心・安全に見守るという
ことについては、この事業も放課後
児童クラブも変わらない

要求は…事務員が雇えなくて、保護者が自分たちで支援
員の面接や保育料計算をしている。事務員を雇
えるように委託費を増額してほしい。

実　は… 2025年度もあらたに展開する計画。
いずれは全校実施も視野に。

本音は…  「これまでどおりの子どもに寄り添った支援を受
けたいという方は、民設の放課後児童クラブに
行っていただきたい」という驚きの答弁。

実態は…  モデル事業の対象校は待機児童が少ない。一番
多い鈴谷小学区でも、民間放課後児童クラブを
開所して待機児童はいなくなる予定だった。

予算の
財源不足

他都市では
重篤事故も発生

おやつは
17時以降

2022年
当初予算編成方針
「 146億円の財源不足で
厳しい財政状況」と
危機感を煽る

2022年決算では

「 59億円の黒字、総額895億
円の基金（過去最高額）」
で健全であると強調

2024年
当初予算編成方針
「 322億円の財源不足で
厳しい財政状況」と発表し
マスコミに報道される

2023年
予算
執行中

お金がない お金がない予算は大丈夫です！

お金
がないって本当？

「放課後子ども居場所事業」
って大丈夫なの？

さいたま市がつくるもの

市民の税金はここに使われている
本当に
必要？

ホント?
さいたま市が減らすもの なくなったら

困る…

さらに減る
見込み

▶市営レジャープール削減
　５カ所から１ないし２カ所へ
▶ 公立保育所
60園から半分へ

▶公設放課後児童クラブ
　４施設が廃止

原

因は

くわしくは
市議団ニュース
No.1005へ

市民にはお金がないと錯覚させ、不可欠なサービスの削減を進める一方で

市長がやるといった都市開発にはお金の糸目をつけない。
そんな予算の使い方を変えれば、もっと市民の暮らしを応援できます。




